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1. 計画策定の背景と目的 

下関市は、関門海峡、周防灘、響灘と三方を海に開き、自然と文化に恵まれた海峡と歴史のまちで

す。また、県内唯一の中核市であり、産業振興はもとより、文化・スポーツ等、多くの分野にわたり

地域を活性化する役割を担っております。 

本市の交通に目を向けると、モータリゼーションの進展や市街地の拡大等により、自動車への依存

が強い傾向にあります。このため、公共交通の利用者は減少傾向にあり、公共交通の維持が困難な状

況となっています。 

一方、本市の総人口は 1980 年をピークに減少に転じ、少子高齢化が今後さらに進行するものと見込

まれています。そのため、このままでは、さらなる公共交通利用者の減少から、公共交通の維持・確

保がますます困難となることが想定され、公共交通サービス・暮らしやすさの低下や地域の衰退とい

った負のスパイラルを招く恐れがあります。 

本市では、このような負のスパイラルからの脱却を図り、生活に必要な各種サービスを維持し、効

率的に提供していくために、各種機能を一定のエリアに集約化（コンパクト化）し、各地域をネット

ワーク化することで各種都市機能に応じた圏域人口を確保する「コンパクト＋ネットワーク」による

まちづくりを推進しており、まちづくりと連携を図りながら、持続可能な交通体系を定め、それを具

現化していくための「下関市総合交通戦略（下関市地域公共交通網形成計画）」を平成 30 年 3月に策

定しました。 

「下関市総合交通戦略（下関市地域公共交通網形成計画）」では、過度な自家用車への依存から脱

却し、市民や来訪者が様々な目的の活動を行え、安全・安心して暮らせるまちを目指した交通体系づ

くりを目指し、鉄道・バスを軸とした公共交通ネットワークの構築だけでなく、公共交通の利用環境

を向上するための乗換拠点の整備や、パーク＆ライドの推進、バスロケーションシステムや IC カード

の導入、待合環境の整備、モビリティ・マネジメントの実施等の総合的な施策についての実施計画を

定めました。 

「下関市地域公共交通再編実施計画」では、「下関市総合交通戦略（下関市地域公共交通網形成計

画）」のうち、特に、路線バスおよび生活バスによる公共交通ネットワークについて、利便性の向上

および運行効率性の向上による持続的な公共交通の確保のため、地域の移動ニーズや収益性等の、本

市の抱えるバス交通に関する課題を解決するための具体的な再編方策を定めるものです。 

 

 

2. 下関市地域公共交通再編実施計画の位置づけ 

本市の行政施策の指針である『第 2 次下関市総合計画』、『下関市都市計画マスタープラン』をは

じめ、まちづくり・地域づくりや交通等の分野に関する、各種関連計画があります。 

本計画策定にあたり、これらの上位・関連計画との連携を図る必要があります。 

 

 

  

下関市総合交通戦略 

下関市地域公共交通 
網形成計画 

第 2 次下関市総合計画 

下関市都市計画マスタープラン 
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3. 計画の対象区域 

下関市全域を計画の対象区域とし、下関、菊川、豊田、豊浦、豊北の各地域に区分して再編の方針

を定めます。 

 

図 1 計画の対象区域 

4. 計画対象期間 

令和２年１０月１日から、令和７年９月３０日までの５年間を、計画の対象期間とします。 

 

5. 下関市による支援の内容 

再編事業に関して、下関市が行う支援内容をまとめます。 
 

１） 路線バスなどの公共交通網を確保・維持していくため、国・県との役割分担のもと、交通事業

者に対して行う運行経費の支援。 

２） 再編事業にともない必要となる乗換拠点整備、及び小型バス導入等の支援。 

３） 周辺自治体や各交通事業者間の調整についての支援。 

４） 乗り継ぎや、通勤、通学、通院、買い物等の利便性向上等に関する市民、自治会などからの各

交通事業者への要望、陳情等についての調整及び支援。 

５） ＩＣカード、デジタルサイネージ、ノンステップバス等の導入について、国・県・周辺自治体

と協調して行う支援。 

６） 公共交通の利用促進や運行情報などに関する、市民や利用者に向けたホームページ、ＳＮＳ、

市報等の市のメディアなどを通じた情報発信支援。 

７） 生活バスの運行など、地域公共交通を確保するための支援。
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6. 下関市の将来交通体系の方向性 

「下関市総合交通戦略」に基づき、本市の将来体系の方向性を以下の通り設定します。 
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7. 下関市が抱えるバス交通に関する課題・問題点と、その対応方針 

本市の抱えるバス交通に関する課題や問題点を受け、下関市地域公共交通再編実施計画では、5 つの対応方針を設定します。 

 

 

モータリゼーションの進展とともに公共交通利用者は減少を続け、近年

も微減の傾向が続いています。 

④公共交通利用者の減少 

市内の公共交通網は、概ね市内全域をカバーしている状況にあるもの

の、運行本数や運行時間、鉄道・バスの乗継等のサービス内容について、

市民の移動ニーズと合致していないという声が多く挙がっています。 

①公共交通のサービスとニーズとの不一致 

公共交通利用者の減少に加え、人件費や燃料費等の高騰に伴い、公共交

通の収支状況は年々悪化しており、これに伴い、公共交通を維持するた

めの本市からの補助金額も年々増加しています。 

⑤公共交通の収支状況の悪化 

旧 4 町内の中山間地域をはじめとする郊外部では、自宅からバス停ま

で離れている地域が存在しており、公共交通を利用できないという声が

多く挙がっています。 

②公共交通不便地域の存在 

郊外部・中山間地域等の公共交通が不便な地域が存在する一方で、市街

地中心部などにおいては、複数の路線バス系統が重複して運行している

区間もあります。時間帯によっては、何台ものバスが連なって運行して

おり、市民からは非効率であるという声が挙がっています。 

③非効率なサービス 

公共交通の担い手となる運転手の不足が全国的に社会問題化しており、

本市も例外ではありません。運転手の高齢化に伴う退職により、今後、

より一層運転手不足が深刻化する可能性があります。 

⑥深刻な運転手不足 

下関市が抱えるバス交通に関する課題・問題点 課題・問題点への対応方針 

下関駅を拠点とする市内循環線は複数存在していますが、市街地の拡大と大型商業施設の立地等に伴い、新下関駅

周辺に新たな市街地部が形成されています。既存の路線バスや鉄道網と連携し、市街地部における周遊時の移動利

便性の向上を図るため、市街地部を循環するバス路線の新設を推進します。 

①市街地を循環するバスの導入による、移動利便性の向上 

旧 4 町のブルーライン交通路線や生活バス路線では、移動ニーズに合わない路線網やバス停から離れた集落が存在

しています。限られた交通資源を最大限に活用しながらも、地域の移動ニーズに対応するよう、生活利便施設への

乗入れや、集落部への路線の延伸、区域運行への転換等による利便性の向上を図ります。 

②移動ニーズに対応した路線への再編 

本市のバス路線網は多くの系統が下関駅を拠点として運行しており、運行の⾧時間化や渋滞による遅延、都市部に

おける路線バスの連なった運行等の運行の非効率さの要因となっています。乗換拠点における路線バス相互の接続

性を確保しながら、幹線と枝線を分割することで、路線バス運行の効率化を図ります。 

③幹線と枝線の分割によるバス路線網の効率化 

本市と隣接する⾧門市、美祢市、山陽小野田市、宇部市には、本市と連絡する広域幹線バス路線が運行されており

ますが、これらの路線では、利用の低迷に伴う収支状況の悪化が本市からの補助金額の増大の要因となっているこ

とに加え、必要な運転手の人数や、渋滞による遅延や⾧大な運行時間による労働面の観点からも運行上の課題の大

きい路線となっています。地域全体の路線網の持続性を高めるため、隣接自治体とも連携しながら、運行区間や便

数等の運行水準の見直しを推進します。 

④広域幹線バス路線の運行水準の適正化 

高齢化に伴い、古くから開発が進んだ住宅地等では移動弱者となる高齢者の割合が増加しています。市内の公共交

通網は、概ね市内全域をカバーしているものの、移動弱者からの視点に立てば、十分に乗り入れを行えていない住

宅地も存在しています。幹線と枝線の分離と合わせ、将来的に車両の小型化等を推進し、移動弱者となる方が使い

やすい路線網・移動サービスへの転換を推進します。 

⑤車両の小型化等による柔軟な移動サービスへの転換 
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8. 各地域における再編事業の方向性および内容 

下関市内の移動および公共交通ネットワークの現状を踏まえ、市内 5 地域単位での再編方針の設定を基本としますが、広域的な公共交通の運行状況を考慮し、市内広域および隣接市にまたがる路線は「広域幹

線」として、5 地域とは区分して再編の方針を定めます。 

路線・地域 路線および地域の現状・課題 路線および地域としての再編の方向性 該当する主な路線 

広域幹線 

 下関市内を広域に通学する需要を中心として、鉄道のない幹線区間を広域に移動す

る需要が存在している。 

 国庫補助対象の地域間幹線系統として運行している路線もあるが、国庫補助で赤字

部分をまかないきれず、沿線自治体の負担となっている路線も存在し、また、近年

は沿線自治体の負担が増加傾向にある。 

 ⾧大路線は所要時間が⾧く、路線形態を維持したままでは定時性確保や運行効率化

が難しい状況にある。 

 運転手不足への対応や財政的な負担の軽減等の公共交通網全体のリソー

スの最適化に向け、利用実態を踏まえた路線の分割と枝線区間の運行水準

の適正化を検討する。 

 隣接市にまたがる路線については、路線のあり方や財政的な支援のあり方

について周辺自治体と協議を行う。 

宇部線、美祢線、仙崎線な

ど 

下関地域 

 市内の公共交通需要の大半を占める地域。 

 通勤、通学、買い物、通院、観光等の多様な移動目的で公共交通が利用されている。 

 下関駅を拠点とする路線を中心に、下関地域を網羅的に運行している。 

 高齢化の進行する住宅地では移動需要が高まっており、車両の小型化による乗り入

れの必要性が生じてきている。 

 新下関駅周辺では、宅地開発や大型商業施設の立地、西部エリアにおける支所の移

転が計画される等、移動需要の増加や変化が予想される。 

 運行経路の重複する系統や、利用が偏在している系統、利用の低迷する系

統を整理し、路線の分かりやすさと運行効率性の向上を図る。 

 利用の低迷する系統では、交通結節点を設定した上で幹線と枝線区間に分

割し、枝線区間の車両規模、運行水準の適正化を図る。 

 新下関駅周辺の開発動向や施設立地状況を考慮した新たな地域内循環路

線を計画する。 

サンデン交通一般路線 

菊川地域 

 地域内の公共交通ネットワークは主に生活バスが担っている。 

 生活バスは、高齢者等の買い物や通院等の需要に加え、小学生の通学や放課後児童

クラブへの移動に利用されている。 

 生活バスの乗入れの拡大や豊浦地域の生活利便施設への乗り継ぎ利便性の向上、貨

物(農作物)の生活バス混載という地域ニーズがある。 

 放課後児童クラブの移転に合わせ、生活バス路線の変更を行う。 

 バス路線から離れた集落への運行を行うため、路線の延伸を行う。 

 運行効率性と利便性の向上を図るため、⾧時間運行となっている路線の変

更（運行系統の短縮）を行う。 

 デマンド運行を行う路線において貨客混載の検討を行う。 

菊川地域生活バス 

豊田地域 

 地域内の公共交通ネットワークは路線バスと生活バスが担っており、路線バスは主

に高校生の通学で、生活バスは主に高齢者等の買い物や通院等で利用されている。 

 生活バスの利用は、自宅との往来が中心であり、交通弱者の移動を担っている。 

 1 便あたりの利用者が少数であり、路線によって利用状況に大きく差がある。 

 生活バスの利用ニーズに合わせ、区域内での発着自由度を維持しながら、

区域の見直しを行う事で利便性の向上を図る。 

 運行区域を統合・再編し、運行効率化を図る。 

ブルーライン交通路線 

豊田地域生活バス 

豊浦地域 

 地域内の公共交通ネットワークは主に路線バスが担っている。 

 地域内の移動では、主に高齢者の買い物や通院需要が中心である。 

 病院や商業施設が地域内に点在するものの、バス路線は川棚温泉を拠点に南北に分

かれた路線網となっており、移動ニーズに十分に対応できていない。 

 高齢化や人口減少により移動需要が小規模化しており、運行効率性が低下している。 

 川棚温泉駅周辺の商業施設や済生会豊浦病院を拠点とする地域内を縦断

する系統の新設など再編を行う。 

 運転手不足への対応や財政的な負担の軽減等の公共交通網全体のリソー

スの最適化に向け、利用状況を踏まえた運行水準の適正化を図る。 

ブルーライン交通路線 

豊北地域 

 地域内の公共交通ネットワークは路線バスと生活バスが担っており、路線バスは主

に高校生の通学や高齢者等の買い物、通院に加え、角島への観光需要も存在する。 

 生活バスは主に高齢者等の買い物や通院等で利用されている。 

 阿川地区や粟野地区などに公共交通不便地域が存在している。 

 運転手不足への対応や財政的な負担の軽減等の公共交通網全体のリソー

スの最適化に向け、利用状況を踏まえた運行水準の適正化を図る。 

 交通不便地域に対する利便性向上策を検討する。 

ブルーライン交通路線 

豊北地域生活バス 
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9. 下関市地域公共交通再編実施計画の進め方 

下関市地域公共交通再編実施計画は、実施事業の優先性や現状の公共交通網に与える影響、事業実施の難易度、施設整備や車両購入の必要性、隣接自治体との合意形成等に応じて、段階に分けて事業の実施を計

画します。また、実施にあたっては、地域の意見を十分に反映した上で、順次段階を経て再編を実施します。 
（本計画には、急激な社会経済情勢の変化や雇用環境の悪化等の不測の事態への対応は含まれておりません。） 

 

種類 実施項目 対象地域・路線 
予定年度 

R1(2019) R2(2020) R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) 

サンデン交通 

【Step.1】 
利用実態に応じた 
運行効率化 

＊市内各路線 
       

【Step.2】 
再編の実施 

＊新下関西部循環線 
＊内日・員光方面 
＊四王司方面 
＊勝谷団地方面 
＊広域幹線の運行効率化 

       

【Step.3】 
小型化による 
枝線路線再編の検討等 

＊新下関・住吉神社方面  
＊新下関～ 

内日・員光（王司観音団地等）方面 
＊新椋野・新熊野方面の検討 
 （Step.3～Step.4 段階的に実施） 

       

【Step.4】 
再編の検討 

＊小月～吉田、湯谷方面 
＊北浦方面 
＊新総合体育館整備に関連した 

下関駅～丸山町・東駅方面の検討 
＊彦島方面 
＊全ての広域幹線の分割を検討 

       

IC カード整備 ＊乗継割引制度、フリー定期券の検討        

ブルーライン交通 

【Step.1】 
再編の実施 

＊豊浦地域 
＊豊北地域の一部路線 

       

【Step.2】 
利用実態に応じた 
再編の検討 

＊豊北地域における生活バス等と併せた 
再編の検討 

＊豊田地域等 

       

生活バス 

【Step.1】 
再編の実施 

菊川地域 
＊内日・田部線 ＊菊川・豊浦線 
＊上岡枝・貴飯循環線 ＊大野循環線 
＊吉賀・上田部循環線 ＊樅ノ木・保木線 

       

【Step.2】 
再編の検討 

豊田地域 
＊杢路子線 ＊一の俣線 
＊今出線  ＊一の瀬線 

       

豊北地域 
＊ぐるりん矢玉・二見循環線 
＊北宇賀・滝部線 

       

 

 

準備期間 実 施 

検 討 実 施 

準備期間 実 施 

検 討 実 施 

準備期間 実 施 

実 施 

準備期間 

準備期間 

実 施 

実 施 

準備期間 実 施 

検 討 

準備期間 検 討 

準備期間 

 検 討 準備期間 

〔随 時〕 検 討・準 備・実 施 

※表記されている路線以外については、この度の再編実施計画では、路線の変更等の予定はありません。 


